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   The detection of various cytokines;  interleukin-1P  (IL-1P), interleukin-6 (IL-6) and tumor 
necrosis factor-a (TNF-a), was studied in patients with nonbacterial prostatitis (NBP), and the 
clinical efficacy of  sparfloxacin was also reported. The seminal plasma of 11 normal men and 10 
patients with NBP were examined for the cytokines. There was no  IL-lp or IL-6 in the seminal 
plasma of normal men. TNF-a was detected in only one normal man. In the seminal plasma of 
the patients, IL-lp was detected in 2 out of 10, and IL-6 was also detected in 6. TNF-a was detect-
ed in 6 out of 10 patients with NBP. The rate of detection of IL-6 and TNF-a was significantly 
higher in the patients with NBP than in normal men. The average levels (range) of  IL-1/3, IL-
6 and TNF-a were  28  pg/ml (27-29),  110  pg/ml (25-476) and  25  pg/ml (6-113), respectively. After 
treatment with  sparfloxacin at a dose of  100  mg to  200  mg per day, their symptoms disappeared. 
The number of leukocytes in the seminal plasma decreased to the normal level and these cytokines 
were not detected. The favorable clinical effect was achieved in 13 of the 17 patients (76%). 
These findings suggested that the cytokines have an important role in the pathogenesis of prostati-
tis and that the levels of the cytokines are useful indicators in patients with prostatitis, particularly 
with NBP. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 41: 771-774, 1995) 
Key words:  Interleukin-1P, Interleukin-6, Tumor necrosis factor-a, Seminal plasma, Nonbacterial 
           prostatitis
緒 言
慢性前立腺炎は会陰部不快感,残 尿感,下腹部不快
感などの 自覚症状 を きたす 以外 に,前 立腺圧出液
EPSやその後のVB3尿に白血球を見いだす疾患であ
るD,そ の症状の増悪には細菌感染以外に前立腺結石
や の う胞 な どの 慢性 炎症 が 関 与 して い る も の と推 測 さ
れ2),前立 腺 局 所 で の炎 症 状 態 な どを何 らか の方 法 で
モ ニタ ーす る こ とが 望 まれ て い る.今 回,そ の パ ラメ
ー タ ー と して精 液 中 のサ イ トカイ ン(interleukin-1β:
IL-1β,interleukin-6=IL-6,tumornecrosisfac-
tor一α:TNF一α)に 注 目 し測 定 した.
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また,慢 性 前立 腺 炎 の 治 療 に はcernitinpollen
extractの使 用3)やニ ュー キ ノ ロンな どの抗 菌 剤4-7)が
主 と して 使 用 され て い る.特 に 一 ユ ーキ ノ ロソ系 抗菌
剤 は セ フ ェ ム系 抗 生 物 質 と比 べて 前 立 腺組 織 や精 液 へ
の移 行 が よ く7・S),治療 薬 と して 汎用 され て い る,そ
こで最 新 の ニ ュー キ ノ ロ ンの ひ とつ で あ るsparHoxa-
cinスパ ル フ ロキサ シ ンに よる慢 性 前 立腺 炎 の治 療 を
行 い,そ の治 療 効果 や 治 療 に よる精 液 中 の サ イ トカイ














































































































































Table2.精液 中 にSS6ト カ イ ン演 検 出 され



























































Fig.Lス パ ル フ ロキサ シ ン治療 中 の精液 中 サ イ トカイ ン値 の変 動
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TNF一α のうち少な くとも一つ以上のサイ トカイソが
検出されてお り,さらにサイ トカンの検出される頻度

























炎に対 してもこれだけの成績がえ られ た背景には,
Chlam7diatrachomatis,Ureaptasmaurealyticumなど
が関与 していた可能性 もあ り今後の検討が必要 と考
えられた.
結 語
17例の慢 性 非 細菌 性 前 立 腺 炎症 例 に スパ ル フ ロキサ
シ ンsparfloxacinでの治 療 を 行 い,精 液 中 の サ イ
トカイ ソ(IL-1β,IL-6TNF一α)を 測 定 した.健 常
男 子11例の精 液 と比 較 した 結 果,健 常 男 子 で は1例 に
TNF-crが検 出 され た が,他 のサ イ トカ イ ソは ま った
く検 出 され なか った.し か しな が ら,慢 性 前 立腺 炎 で
はな ん らか の サ イ トカ イ ソ が検 出 され,特 に1レ6や
TNF一α 値 の検 出 され る 頻 度 は そ れ ぞ れ10例 中6例
(60%)と有 意 に 高 か った.慢 性 前 立 腺 炎 で の 精 液 中
IL-1β,IL-6,TNF一α 値 の 平 均 値(範 囲)は それ ぞ
れ28pg/ml(27-29),llOpg/m1(25-476),25pgl
m1(6-113)であ った,こ れ らのIL-1θ,IL・6,TNF。
α 値 は ス パ ル フ ロキサ シ ソ で の 治 療 にて 症 状 改 善 と
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